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カウンセリング研究センター講演会
いかに心の世界を学ぶか
実施結果―アンケート集計結果の概要
　　　　　　　…　こころの健康
　　　　　　　…　メンタルヘルス
　　　　　　　…　魂への配慮
　　　　　　　…　スピリチュアル･ケア
　いろいろな分野で、いろいろな言葉で、「ここ
ろ」についての学問と臨床が発展してきました。
また、社会で大きな危機が起きると、必ず「ここ
ろのケア」が取りあげられます。
　私たち一人一人が、どのような方法で、どのよ
うな場で、それらを学んでいくことができるの
か。そのヒントとなるシンポジウムにしたいと思
います。
日時　2011年 7 月 1 日（金）14：00～16：30
場所　聖学院大学ヴェリタス館教授会室
【プログラム】
主催者挨拶　 阿久戸光晴　（聖学院大学理事長・
学長）
講師紹介　 堀　肇　（鶴瀬恵みキリスト教会牧
師・臨床パストラルスーパーバイ
ザー・聖学院大学総合研究所カウンセ
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リング研究センター講師）
シンポジウム
「いかに死生学を学ぶか」
　平山正実（聖学院大学大学院教授）
「いかにスピリチュアル･ケアを学ぶか」
　窪寺俊之（聖学院大学大学院教授）
「いかにカウンセリングを学ぶか」
　藤掛　明（聖学院大学大学院准教授）
話題提供（私の学び方）
　戸村甚榮（牧師）
　 高野みどり（聖学院大学大学院アメリカ・ヨー
ロッパ文化学博士後期課程）
質疑応答
【結果の概要】
・ 参加者の人数は、126名。内、アンケート回答
者は60名。
・ 講演について、「良い」が91％と大半を占め、
高い評価を得た。
・ 自由意見では、「大変勉強になった」「もっと
お話を聞きたかった」「時間が短い」など。
良い
91%
普通
9%
講演について
20代
2% 30代
14%
40代
17%
50代
23%
60代
22%
70代
22%
年齢
＊ 回答者の年齢は50代、60代、70代が多かった。
ついで40代であった。
＊回答者の性別は女性が 6 割以上を占めた。
＊ 職業別には無職が一番多く、つぎに牧師、会社
員などであった。
＊ その他としては「看護師」「セラピスト」「牧
師夫人」「伝道師」などであった。
参加の動機
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平山正実　聖学院大学大学院教授
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＊ 参加の動機として「自宅に送られた案内を見
て」が最も多く、次に「教会に送られた案内を
見て」だった。
＊ 「その他」の内容は、「前回出席して」「学内
で知って」「友人からの案内」「先生のブログ
を見て」など。
リクエスト
・ 3 人の先生方のお話を、それぞれもう少し深く
お聞きしたかったので、次回「死生学」「スピ
リチュアル・ケア」「カウンセリング」関連で
講演会を。
・ 平山先生の生命倫理上の諸問題、とりわけ患者
と医療関係者の倫理部分についてもう少し深く
お聞きしたい。
・ 窪寺先生の「スピリチュアル・ケアを学ぶ」に
とても関心があります。
・いかに心の世界を学ぶか。
・認知療法の理論と実践に関して学びたい。
・ 心の健康、魂への配慮、死生学について、また
聞きたい。
・いかに死生学を学ぶか。
・ 平山先生のキリスト教死生学の課題について、
詳しくお話が聞きたい。
・スピリチュアル・ケアこれからも学びたい。
・スピリチュアル・ケアについて。
・ 心の問題解決における、宗教的要素について興
味があります。
・阿久戸学長の話が聞きたい。
・平山先生。
・窪寺先生。
・藤掛先生。
・堀先生。
・島薗進さん。高木慶子さん。
自由意見
・ もっと学んでみたいと思いました。講演は各
テーマ毎に時間が少なかったので、これを機に
聖学院で講座を受けたり、シンポジウムなどに
参加してみたいです。自分はケアされる側がほ
とんどだと思うが、生かされている間はケアを
する側にもなってみたい。どのようにしたら良
いケアができるようになるか学んでみたい。
・ 高齢の両親との三人暮らしで、両親（アルツハ
イマーやガンなど）の介護をしています。残り
少ないであろう両親の支えとなるよう頑張って
いますが、自分の方が折れそうになることが
度々です。
・ 学び方の実施について提案があれば参考にな
る。特にスピリチュアル・ケアについて具体的
な日時、費用など教えてほしい。
・ 母が高齢ですが、神を求めているのかどうか分
かりませんが、週に一度訪問のたびに短く礼拝
をしています。母のためにできることは何か
な？と考えました。私につきあってくれている
母に感謝しておりますが、年を重ねるごとに誰
でも神を求めてくれたらいいのになあ…と思い
ました。本日はありがとうございました。
・ 心の中、頭の中が燃やされるような講演だっ
た。もっと学びたい、もっと掘り下げたいと自
分の中でふつふつとわきたつような思いが生じ
る。これまでずいぶんと勉強させていただきま
した。自分を肯定する力、神から肯定される実
感、他者を肯定する力、全て力まずに当然のこ窪寺俊之　聖学院大学大学院教授
藤掛　明　聖学院大学大学院准教授
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ととして、そうできるように祈る日々です。
　 友人から神様はなぜ、弱者（津波で亡くなった
多くの老人たち）を苦しめるのか？と尋ねられ
た。うまく答えることができない。
・ 宗教に関わりのない施設で今日のような課題に
関わっていく場合、宗教にあたる部分をどのよ
うに受け入れて（宗教色はダメといわれてい
る）ケアにあたっていけばいいのかその辺の知
りたかったけど・・・ムリかな？
・ 多くの方のお話が聞けて、楽しく有意義でし
た。ありがとうございます。体験からのお話は
とても分かりやすいです。
・ お三人の先生お一人お一人がすばらしい先生で
いらっしゃいますので、短い時間にお話いただ
くのはもったいないと思いました。もっと詳し
く掘り下げたお話を伺いたく思いました。で
も、この機会を与えてくださって、ありがとう
ございました。
・ 大変良かったです。もう少し長い時間、それぞ
れのお話を伺いたいくらいでした。シンポジウ
ムの参加は初めてでしたが、参加して良かった
です。ありがとうございました。
・ カウンセリングで心と魂の問題を扱えるという
藤掛先生のお話が心に残り、勇気を頂きまし
た。平山先生、窪寺先生、阿久戸先生、堀先
生、皆様お一人一人素晴らしい“ことば”を
持っておられる先生方のお話を聞くことが出
来、感激いたしました。
・ 一人一人の先生方のお話の時間が、もう少し長
かったらと思いました。なかなか聞く機会のな
い内容だったので、とても良い時間でした。あ
りがとうございました。
・ お一人当たりの講演時間がもう少し長くても良
いのではないでしょうか。それぞれの講師のお
話をもう少し深くお聞きしたいです。かなりの
人気（？）の模様ですので、もう少し人数の入
る会場でも良いのではないでしょうか。（た
だ、受ける側としてはこの程度の広さと人数が
良いのですが）
・ とても参考になるシンポジウムでした。心の世
界といっても様々な方面から見ること、学ぶこ
と、考えることが出来ることを改めて感じるこ
とが出来ました。心の世界により興味を持ちま
した。講師の方々のお話をもう少し伺いたかっ
たです。
・ それぞれの先生方の内容は濃く、お一人の先生
の持ち時間が幾分短いように感じました。しか
し、多数の対象ではいたし方ないのか、濃い導
入という感じなのかと思いました。
・ 魂の癒やし、犯罪被害者についてのケアが声高
くなされることを望みます。ただ、一人傷をか
かえている事が多い。被害者なのにさげすむ、
好奇の目にさらされ、より傷つく。受けるもの
として、信頼できるカウンセラーと出会うこと
がないのはどのようになるのか、この世界につ
いて心配でもある。
・ 深い話にもかかわらず大変わかりやすいお話で
した。話の内容も素晴らしかったのですが、そ
れ以上に先生方の人間性や人格の豊かさから
「心を学ぶこと」の本質や行き着く先を考えさ
せられました。死生学やスピリチュアル・ケア
は理論だけではない、人間性が重要であること
を思いました。心で（魂で）学べたすばらしい
会をありがとうございました。
・ 宗教、尊厳死、緩和ケア、医療の中で出会った
方々によって、また私が私に出会っていく時間
でもあり、大切にしたいと思います。どう支え
てあげられるか、傾聴できる力（心）を学んで
いきたいと思います。今日はありがとうござい
ました。
・ ここで学んだことをさらに深めるためにはどう
したらいいか。次のステップを教えてもらえれ
ばうれしい。高野さんの話は面白かった。
・ 高野さんのお話は興味深かったです。人生のス定員を超える126名の参加者が集まった。
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トーリーと学びが統合されて、ご自身の歩みが
確かにひろがってきた。喜びが全身から感じら
れて、素敵だなあと思いました。
・ 地方都市でのエクステンションをして欲しいで
す。せめて東京都内の交通の便利なところで開
講していただければ出席しやすいです。しかし
ながら今回の取り組み、ご開講ありがとうござ
いました。
・ キリスト教カウンセリング、スピリチュアル・
ケアについて、さらに学びを深められるセミ
ナー、シンポジウムを続けてお願いします。
・ 誰にとってもかけがえのない心の世界をどのよ
うに学んでいったら良いか？を様々な方向性か
ら、平山先生、窪寺先生、藤掛先生、戸村さ
ん、高野さんにお話しいただいて、とても参考
になり、とても豊かな学びになり、これからも
「心の世界」を学び続けていきたいと思いま
す。「人間から学ぶ」を大切にして学んでいき
たいと思います。ありがとうございました。感
謝の気持ちでいっぱいです。またよろしくお願
いします。
・ シンポジスト間の意見交流をききたいと思いま
す。そのためには、少なくとももう 1 時間必要
かと思います。
・ 埼玉カウンセリングセンターによる、傾聴講座
の延長線上の活動として、県立がんセンターで
緩和ケア病棟でのデイサービスボランティアと
災害時のメンタルサポーターをしています。ま
だ未熟者ですので悩みが多く、困惑しておりま
す。ですので、諸先生のご講義に接し、とても
参考になりますので、今後ともよろしくお願い
します。
・ 三人の先生方のお話が聞けて良かった。真剣に
さらに学びたいと思った。ありがとうございま
した。
・ とても有意義な時間でありがたかったです。さ
いごの「入門書」に関するお話もこころに響き
ました。
・ 年齢的にも、どの話を聞いても信実性があり、
実感がこもっていてとてもよかった。
・ 心の世界を学び始めるガイダンスとして、みん
なに勧められると思います。
・ メンタルケアというがスピリチュアル・ケアへ
と消化しなければ本当のメンタルケアにならな
いと思う。
・ 藤掛先生のコラージュを実際に教えていただき
たいと思いました。
・ すばらしい学びを本当にありがとうございまし
た。
・ 限られた時間なので、ガイダンス的でした。
もっともっとお聞きしたいです。
・ 一人一人の時間が短く、ちょっと消化不良な感
じでした。
・もう少し分かりやすい話が聞きたかった。
・ いつも思うことであるが、講演者によって与え
られた時間内を守る方も居れば、（平気で）
オーバーされる方が居る。人生＝時間の集積と
考えるとやはり時間を守って話して欲しいと感
じました。
・ 最後列の席で、パソコンのキーボードをカタカ
タといわせて打っている音が気になりました。
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